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第三回⾧野県高校生即興型ディベート交流大会 於 ⾧野県松本県ヶ丘高校

主催 ⾧野県高等学校文化連盟英語専門部 

後援 一般社団法人パーラメンタリーディベート人財育成協会（PDA） 

日時 8 月 6 日（月） 

会場 ⾧野県松本県ヶ丘高等学校 

助成 公益財団法人 日本財団 

講師 PDA スタッフ、カルフォルニア大学学生、飯山高校教師、教育センタースタッフほか 14 名 

参加者 全 7 高校（県ヶ丘、伊那北、染谷丘、⾧野、⾧野西、松本深志、屋代）、大会参加者 39 名、 

練習会参加者 23 名 

１．開会式 

 本大会で用いられた 3 モーション制度について、主催者の池上先生から説明がありました。生徒たちは

制度に戸惑いながらも、熱心に説明を聞き、試合に備えていました。 

２．第一ラウンド 

論題は以下のいずれかです。 

1. We should introduce school uniforms.

2. Studying abroad is better than studying at a university in Japan.

3. It is better to go to the beach than going to the mountain in summer.

それぞれの立場におけるメリットデメリットを明確に、筋道立ててスピーチする姿が印象的でした。しか

し、初めのラウンドで緊張もあったのか、POI があまり見られなかったことが残念でした。次ラウンドに

期待です。

←プレパ(準備)中…… 

３．第二ラウンド 

1. We should penalize corporations that waste food.

2. Japan should abolish death penalty.

3. We should introduce compulsory voting.
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死刑はそもそも被害者への罪滅ぼしになるのか、政府として人を殺すのは許されるべきかなど、常識をつ

つくようなディベートが展開されました。また、食材の廃棄による環境問題に対して、会社側からの視点

も加え、どちらが社会にとって良いかを考えさせられるディベートとなりました。 

←廊下でもプレパ（準備） 

４．昼食 

２試合を終えて緊張もほぐれてきた生徒たち。みんなで話をしながら、和気あいあいとお昼御飯です。自

然と内容が先ほどの試合の反省や、これからの論題に対するものにうつるのは、ディベ―ターの性でしょ

うか。 

リラックスタイム！

５．第三ラウンド 

お昼も終えて次はパワーペアリングの第三試合です。 

1. Artificial intelligence is our enemy.

2. Japan should have nuclear weapons.

3. Government should punish individuals who write fake news.

少し疲れも見えるなか、先の 2 試合での反省を生かし、論を深めることができました。フェイクニュース

の実際の害を”Please imagine!” と具体例をジャッジに想像させて話したり、フェイクニュースは実際にす

べてなくすことはできず、政府に都合のいい情報しか残らないなどのディベートの核をとらえたポイント

が出て、一日のうちでも大きな成⾧を感じました。効果的な POI も多く出されていました。
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６．第 4 ラウンド 

The number of male and female candidates in election should be equal. 

本大会最後のラウンドです。こちらは PDA から出された論題ですが、本大会で最も難しかったのではない

でしょうか。プレパ中に苦戦する生徒の顔もうかがえました。苦戦しながらも、ポイントとなる、女性と

男性というファクターで見ることのおかしさ、本当の平等とは何なのか、という点と、女性が実際に今候

補者になりにくく差別されている現状と平等であったときに女性がもっと住みやすくなる世界を作ること

ができる点を各サイドが十分に説明していて、最後のラウンドにふさわしい議論となりました。 

７．閉会式 

表彰の後、矢澤先生から講評をいただきました。 

矢澤先生「ディベートはどこにでもある。簡単な挨拶のやり取りでも、人に問いかけて、答えて、そして

また問いかける。そして素敵に、礼儀正しくその会話を終える、この点では十分ディベートの基礎であろ

う。このイベントだけではなくて、教室で、家族で、ディベートを楽しんで、生かしてほしい。ディベー

トはどこにでもあるのだから。」

熱弁をふるう矢澤先生と聞き入る生徒たち 
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表彰されたチーム 

1 位 県ヶ丘 B  2 位 染谷丘 3 位 県ヶ丘 A 

――さん ――さん ――さん 

――さん ――さん ――さん 

――さん ――さん ――さん 

――さん ――さん 

８．生徒の感想（1 位、2 位チームの生徒に聞きました） 

・普段学校で練習するときは全然勝てなくて、苦しかったけどその練習をこえてきて、今日結果が出たの

がとてもうれしい！

・いつもの練習はクラブ内でやるだけだから、知識も、アタックも練習していると、いつも大体同じもの

になってしまっていた。今日は、こうやって他校と試合することでいろんな考え方が聞けて面白かった。

・PDA のスタイルははじめてやったが、自分の普段の知識や経験を取り入れることができるから、ほかの

スタイルとはちがった面白さがあって、楽しかった。

・こんなに一日で頭を使って、議論するのは大変だったけど、自分の身になったし、すごく楽しかった！

・ディベートを通じて、いろんなものの考え方を知れて勉強になるし、面白い。

そのほかにも、帰るときに今日はほんと楽しかった！という声が聞こえてきました。ジャッジのリフレク

ションに真剣に耳を傾け、相手と積極的にコミュニケーションをとり、互いに尊敬しあうディベ―ターの

姿勢が、全体に良い雰囲気を作り出したのだと思います。


